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カーボンリサイクル・次世代火力発電等技術開発／CO2有効利用拠点における技術開発／研究拠点におけるCO2有効利用技術開発・実証事業

シリコン系廃棄物の高度資源化技術によるカーボンリサイクル型SiC合成の研究開発
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2025年の主な成果

広島県大崎上島にあるCR実証研究拠点・基礎研究エリア5号室での研究開発

社会課題

CO₂排出削減 循環経済

解決策

・CO2は
化学的に
安定

・経済的な
リサイクル
が困難

Silicon 
sludge

CO2とシリコンスラッジから
炭化ケイ素（SiC）を合成する
方法を発見！
プレスリリース:

https://www.tohoku.ac.jp/japan
ese/2022/05/press20220511-
01-recycle.html
特許出願中

https://osakikamijima-carbon-
recycling.nedo.go.jp/en/carbon-recycling/#page-about-B

CO2を炭素源に、シリコン
系産業廃棄物から炭化ケイ
素（SiC）合成プロセスを大
型化した。2025年度からの
事業では、これまでに検討
できていなかった低純度の
シリコン系廃棄物の活用に
挑戦する。また、高純度シ
リコン廃棄物からの高純度
SiC合成にも挑戦する。

反応伝播を確認

建造した連続炉

カーボンリサイ
クル型SiC粉末

課題と今後の取組

実用化・事業化の見通し

☆プロセスの洗練化によるカーボンリサイクル型SiC粉末のさらなる高純度化が必要
☆PVセルほか廃棄物活用を進めるための技術的指針をつくり、本技術の社会貢献度を向上させる

高純度化および低純度スラッジ活用に向けた技術的検討をスケジュール通り進めることができ、カーボンリサイクル型SiCの実
用性および環境価値に関する基礎検討を行うことができた。これら検討を通じ、実用化・事業化に向けた基礎的知見を得た。

東北大
ベース技術

カーボンリサイクル型
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技術開発：SiCパワー半導体原料
用途を見据えた高純度化
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調査研究・
事業開発

SiC応用産業廃棄物など

調査研究・
事業開発

ポリシリコン
格外品

Si系産業廃棄物に含まれる
不純物調査、除去方法の確立

に向けた基礎実験

Si系産業廃棄物の
排出源調査

規制調査・カーボン
プライシングなど

制度の調査

Si系廃棄物サンプルの収集
応用先への
サンプル供与


